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もっと、いい会社であるために。

　当館は、平成12（2000）年４月１日に開館し、令和７年４月１日に開館25周年を迎えることができました。四半世紀の長
きにわたり、ご利用いただき、心より感謝申し上げます。
　露天風呂やレストランから眺める八木ヶ鼻、玄関前や貸室から臨む粟ヶ岳、目の前を流れる清流五十嵐川と駒出川、
四季折々の表情を見せる山や田畑は下田地域の中で最も大自然を感じることのできるロケーションであると自信を持っ
て言えます。
　休憩室や仮眠室の他、テレビ付きリクライニングコーナー、お食事処、漫画コーナー、おこさまルーム、授乳室、卓球コー
ナー等、施設・設備は日帰り温泉の中では比較的充実しておりますので、“おひとり”でも、“ご家族・グループ”でも、一日をゆっ
くりお過ごしいただけます。仕事や学校のことを忘れ、疲れた身体をゆっくり休めにいらしてみてはいかがでしょうか。
　早ければ、来年秋にも開通が見込まれる国道289号八十里越。これまで、目的地としてお越しいただくことがほとんど
でしたが、気軽に立ち寄ることのできるスポットとなるよう、また、当館の設置目
的である、“市民に福利厚生及び健康増進の場を提供するとともに、交流人
口を拡大し、地域社会の発展を図る”を目指し、これからも皆様から愛される
施設となるよう、運営してまいります。
　今後とも、いい湯らていをよろしくお願いいたします。

おかげさまで四半世紀　「いい湯らてい」
（写真提供　いい湯らてい）
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　会員の皆様には益々のご清栄こととお喜び申し上げ
ます。日頃は法人会活動にご理解とご協力を賜り、この
場をお借りしまして衷心より御礼を申し上げます。
　三条法人会は、去る６月13日に第14回通常総会を開
催いたしました。限られた時間の中、慎重審議を頂き令
和7年度の事業計画・収支予算の報告、役員の改選、
そして令和６年度の事業報告・収支決算について承認
を賜りました。また、永年にわたり貢献された功労者の
表彰など、皆様に感謝の意を伝えることができました。
　さて、振り返りますと令和６年度の活動は、ほぼ計画
通りに進めることができました。
　しかし、私達を取り巻く環境を見ますと、少子高齢化
や人口減少が急速に進んでおり、地域経済も縮小傾
向にあるように思われます。新潟県そして三条市におき
ましても、急速な人口減少が進んでおり、地元企業では
生産年齢人口の減少による労働力不足など、深刻な
問題も出ております。
　また、エネルギー価格をはじめとする諸物価も高騰
を続け、アメリカの関税引き上げなどもあり、厳しさが一
段と増しております。更に、地政学リスクの高まり、温暖
化による災害の多発化、被害の甚大化など先行きの
見通しも不透明で不確実な状況が続いていくと思わ
れます。
　私達法人会も、税のオピニオンリーダーとして、こうし
た課題に対応するべくe-Taxやキャッシュレス納付な
ど、デジタル化に伴う生産性向上に向けた取り組みに目
を向け、引き続きセミナーの実施など行っていかねばな
らないと考えております。
　一方、法人会の課題であります組織基盤・財政基盤
の確保という点でも、依然として厳しい状況が続いてお
ります。会員の皆様には、引き続き会員増強にご協力を
お願いする次第であります。
　ご承知のように、昨年12月27日に閣議決定された令
和７年度の税制改正が４月１日より適用されております。
私達はこうした税制改正に目を向け、最大限に利用し
つつ、企業経営に取り組んでいかねばなりません。
　改めまして、税務当局様並びに税理士会様、そして
保険提携会社の皆様のご指導をお願い申し上げる次
第であります。
　結びに、会員各企業のご繁栄と皆様のご健勝を祈
念申し上げ挨拶とさせていただきます。

公益社団法人 三条法人会
会長　野　崎　正　明

ごあいさつ

　この度の人事異動により、三条税務署長を拝命いた
しました北上でございます。前任の曽我と同様、よろしく
お願いいたします。
　私は新潟県出身で、平成29年の長岡税務署勤務
以来８年ぶりの新潟県勤務となります。歴史ある三条
税務署に勤務できますことを、大変光栄に思っており
ます。
　公益社団法人三条法人会の皆様には、日頃から税
務行政全般にわたり、深いご理解と多大なご協力を賜
り、厚くお礼申し上げます。
　貴会におかれましては、「よき経営者を目指すものの
団体」として、正しい税知識の普及や納税意識の高揚
を図るため、各種説明会等に熱心に取り組まれている
ほか、租税教室への講師派遣や「税に関する絵はがき
コンクール」の開催による租税啓蒙活動にも積極的に
取り組んでいただいております。
　これもひとえに、野崎会長をはじめ、役員の皆様の卓
越したリーダーシップと、会員の皆様のご努力の賜物と
深く敬意を表する次第です。
　さて、国税当局では、「納税者の利便性の向上」、

「課税・徴収の効率化・高度化等」及び「事業者のデジ
タル化促進」の３つの柱に基づきまして、税務行政のデ
ジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）を進めていくことと
しています。
　三条税務署におきましても「あらゆる税務手続が税
務署に行かずにできる社会」を目指し、添付書類を含め
たe-Ｔａｘの利用促進、キャッシュレス納付及び納税証
明書オンライン請求について、積極的な周知と利用勧
奨に取り組んでまいります。
　貴会におかれましては、昨年10月の「新潟県下一
斉キャッシュレス納付推進共同宣言」を踏まえ、キャッ
シュレス納付に関する講座を開催されるなど、積極的
な取組を行っていただいており、心から感謝を申し上
げます。
　国税庁の任務である適正・公平な課税及び徴収を
実現していくためには、今後も、皆様とより一層の連携・
協調を図ることが重要と考えておりますので、ご支援ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人三条法人会の益々のご発
展、会員皆様のご健勝と事業のご繁栄を祈念いたしま
して、着任の挨拶とさせていただきます。

三条税務署
署長　北　上　幸　夫

ごあいさつ
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公益社団法人　三条法人会

第１４回　通常総会・記念講演会を開催
公益社団法人　三条法人会

第１４回　通常総会・記念講演会を開催

　総会での議事終了後、三条法人会役員功労者及び福利厚生制度推進功績者に感謝状と記念品が贈呈
された。また、三条税務署長から法人会役員として多年にわたり尽力され退任する佐藤敏夫監事に感
謝状が贈呈された。（敬称略・順不同）

　令和７年６月13日（金）午後３時から、三条市横町２「餞心亭
おゝ 乃」において、第１４回通常総会が開催された。議事では、「令
和６年度決算報告承認の件」及び「役員改選（案）承認の件」が
上程され、原案どおり満場異議なく承認、可決された。また、先の
理事会で承認された「令和６年度事業報告」及び「令和７年度
事業計画・収支予算」の報告も行われた。
　事業報告の中では、法人会の主要事業である「税制改正に関
する提言」について、要望事項を県連を通じて全法連へ提出した
ことや、管内選出の国会議員、各地区の市長、市議会議長等に

対し要望を行ったことが報告された。
　決算報告では、全体の単年度収支で約33万円の黒字となったが、その会計区分の１つである公益目的事業
会計では費用を超える収入となっていないため公益認定基準を満たしていることが報告された。
　役員改選では、理事が42名、監事が３名選任され、
再任が41名、新任が４名となった。
　総会では、多くの来賓からご臨席をいただき、代表し
て曽我高志三条税務署長、水戸部 守新潟地域振興
局長代理県税部副部長、藤井道明関東信越税理士
会三条支部長からそれぞれ祝辞があった。
　総会の後に行われた記念講演会では、経済ジャー
ナリストの内田裕子氏により「不確実な時代に勝ち残る
企業経営～ハッピーマネープロジェクト～」と題して講
演が行われた。

・・・・・・・・三条法人会 功労者を表彰・・・・・・・・

〇役員功労者表彰（退任役員）
　監事　㈱鴨川　佐藤　敏夫

〇福利厚生制度功績者表彰
　大型保障制度契約
　　大同生命保険㈱三条営業所　推進社員
　　　髙　橋　明　美
　　　桑　原　とも子

〇三条税務署長表彰
　監事　㈱鴨川　佐藤　敏夫
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令和７年度令和７年度 三条法人会事業計画・収支予算三条法人会事業計画・収支予算

令和６年度令和６年度 三条法人会収支決算報告三条法人会収支決算報告
○正味財産増減計算書　令和7年6月13日の通常総会で承認されました。 （単位：円）

（単位：円）○貸借対照表　令和7年3月31日現在

	 基本財産運用益	 100
	 受取会費	 6,347,500
	 事業収益	 1,485,000
	 受取補助金等	 13,635,100
	 雑収益	 276,658
	 経常収益計（A）	 21,744,358

	 事業費	 18,461,290
	 管理費	 2,963,897	
	 経常費用計（B）	 21,425,187

	 当期経常増減額（A−B）	 319,171
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 319,171
	 法人税、住民税及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 319,171
	 一般正味財産期首残高	 11,005,741
	 一般正味財産期末残高	 11,324,912
	 正味財産期末残高	 11,324,912

	 Ⅰ	資産の部
	   1.流動資産	
		  現金	 28,463
		  普通預金	 6,300,124
		  定期預金	 0
		  前払金	 0
	 	 流動資産合計	 6,328,587
	   2.固定資産
		  （1）基本財産	
		  定期預金	 5,000,000
		  （2）その他固定資産
		  電話加入権	 122,800
	 	 固定資産合計	 5,122,800
	 	 資産合計	 11,451,387

	 Ⅱ	負債の部
	   1.流動負債
		  未払金	 0
		  預り金 	 126,475
	 	 流動負債合計	 126,475
		  負債合計	 126,475
	 Ⅲ	 正味財産の部		
	 	 正味財産合計	 11,324,912
		  負債及び正味財産合計	 11,451,387

（単位：円）○令和７年度主な事業計画
	 基本財産運用益	 1,250
	 特定資産運用益	 0
	 受取会費	 6,288,000
	 事業収益	 1,690,000
	 受取補助金等	 13,558,500
	 雑収益	 300,700
　経常収益計（A）	 21,838,450
	 事業費	 19,004,114
	 管理費	 2,820,870
	 経常費用計（B）	 21,824,984
	 当期経常増減額（A-B）	 13,466
	 経常外収益	 0
	 経常外費用	 0
	 税引前当期一般正味財産増減額	 13,466
	 法人税、住民税及び事業税	 0
	 当期一般正味財産増減額	 13,466
	 一般正味財産期首残高	 11,324,912
	 一般正味財産期末残高	 11,338,378
　正味財産期末残高	 11,338,378

１．税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業
	（1）税に関する研修・セミナー事業
	（2）講演会事業
	（3）租税教育事業
	（4）税の広報事業
	（5）税の調査研究及び税制改正への提言事業
	（6）企業の税務コンプライアンスの向上事業
	（7）添付書類も含めたe-Taxの普及定着及びキャッシュレス納付の利用
　　 拡大などの電子化に向けた取組
２．地域の経済社会環境の整備改善等を図るための事業
	（1）講演会・セミナーの開催事業
	（2）地域の福祉問題や環境問題などの改善に資する事業
３．会員支援のための親睦・交流・福利厚生に資する事業
	（1）組織の強化・充実
	（2）広報活動の充実
	（3）青年・女性部会の充実
	（4）会員の福利厚生の向上に資する事業の推進
４．本会の組織を充実し、全法連・県連・友誼団体との強化を図るための事業
５．本会の活動に関係する諸官公庁との連携を図るための事業
６．その他本会の目的達成に必要な事業

○令和７年度収支予算
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役職名 氏　名 事業所名 担　当

会　長 野　崎　正　明 ㈱野崎忠五郎商店 三 条 地 区 会 長
青 年・ 女 性 部 会

副会長 長　澤　敬　一 笹菊薬品㈱ 加 茂 地 区 会 長
税 制 委 員 会

〃 清　水　辰　雄 ㈱マルイ 見 附 地 区 会 長
研 修 委 員 会

〃 丸　山　勝　朗 ㈱丸勝 田 上 地 区 会 長
厚 生 委 員 会

〃 刈　屋　　　哲 嵐北産業㈱ 栄 下 田 地 区 会 長
ｅ－ Tax 委 員 会

〃 西　巻　昭　修 ㈱サカエシステム 栄下田地区副会長
組 織 委 員 会

〃 田　中　康　之 ㈱田中衡機工業所 三 条 地 区 副 会 長
総 務 広 報 委 員 会

常任理事 長　岡　信　治 ㈱ナガオカ．リコー
三 条 地 区 副 会 長
◎総務広報委員会
◎ｅ－Tax 委員会

〃 加　藤　一　芳 加藤商事㈱ 三 条 地 区 副 会 長
◎ 組 織 委 員 会

〃 成　田　秀　雄 ㈱ナリタ工業 ◎ 厚 生 委 員 会

〃 阿　部　一　郎 阿部精麦㈱ 加 茂 地 区 副 会 長
○ 税 制 委 員 会

〃 渕　岡　　　茂 ㈱フチオカ 見 附 地 区 副 会 長
◎ 研 修 委 員 会

〃 熊　倉　勝　昌 ㈲熊倉製作所 田 上 地 区 副 会 長
組 織 委 員 会

〃 渡　辺　定　一 ㈱朝日土建 下 田 地 区 副 会 長
○ 厚 生 委 員 会

〃 大　竹　賢　一 ㈲マルダイ 栄 地 区 副 会 長
○総務広報委員会

〃 加　藤　將　利 角利産業㈱ 青 年 部 会 長
組 織 委 員 会

〃 坂　田　光　子 ㈱スターベッツ 女 性 部 会 長
税 制 委 員 会

理　事 石　井　眞　人 トップ工業㈱ ○ 税 制 委 員 会

〃 石　川　友　意 ㈱三条ロイヤルホテル 研 修 委 員 会

〃 大　野　信　一 ㈲角屋 ○ 厚 生 委 員 会

〃 齋　藤　直　人 シマト工業㈱ 組 織 委 員 会

〃 田　村　隆　雄 三条信用金庫 総 務 広 報 委 員 会

〃 外　山　浩　玲 ㈱外山精一商店 ◎ 税 制 委 員 会
※ｅ－ Tax 委員会はｅ－ Tax 推進特別委員会の略

（令和７・８年度）
◎委員長　○副委員長

公益社団法人  三条法人会役員名簿
令和７年６月１３日から

（順不同）

役職名 氏　名 事業所名 担　当

理　事 原　田　新一郎 ㈱原田商店 ○総務広報委員会

〃 松　崎　　　仁 ㈱三條機械製作所 研 修 委 員 会

〃 松　永　貞　男 ㈱ビップ 研 修 委 員 会

〃 渡　辺　　　徹 シンワ測定㈱ 厚 生 委 員 会

〃 五十嵐　義　夫 ㈱コロナ 税 制 委 員 会

〃 西　巻　一　彦 西巻印刷㈱ 総 務 広 報 委 員 会

〃 中　條　耕太郎 ㈱ナカジョウ 〇 組 織 委 員 会

〃 小　池　俊　木 ㈲小池時計店 加 茂 地 区 監 事
○ 組 織 委 員 会

〃 髙　橋　宏　明 ㈱高橋はかりや 総 務 広 報 委 員 会

〃 中　野　壽　夫 ㈱マスカガミ 研 修 委 員 会

〃 永　井　　　仁 ㈱永井仁助商店 税 制 委 員 会

〃 圡　田　和　男 ㈱ツチトウ 見 附 地 区 副 会 長
厚 生 委 員 会

〃 原　山　義　史 原山化成工業㈱ 見 附 地 区 副 会 長
〇 研 修 委 員 会

〃 髙　野　と志子 ㈱ひまわり食品 税 制 委 員 会

〃 塚　野　裕　喜 ㈱わか竹 税 制 委 員 会

〃 佐々木　弘　一 下田自動車㈱ 総 務 広 報 委 員 会

〃 伊　東　弘　一 ㈱伊東屋 ○ 研 修 委 員 会

〃 山　田　貴　之 山田仏壇店 厚 生 委 員 会

〃 渡　邊　　　篤 新潟化成㈱ 組 織 委 員 会

監　事 土　田　正　樹 ㈱大島電機 三 条 地 区 監 事
厚 生 委 員 会

〃 星　野　和　孝 ㈱星野工務店 見 附 地 区 監 事
組 織 委 員 会

〃 中　村　　　靖 パソコンよろず屋＋ 総 務 広 報 委 員 会

組　織　体　制

地　区　会 委　員　会 部　会

三条地区会 総務広報委員会 青年部会

加茂地区会 組 織 委 員 会 女性部会

見附地区会 研 修 委 員 会

田上地区会 税 制 委 員 会

栄下田地区会 厚 生 委 員 会



（6）令和 7 年 9 月 10 日 （第 54 号）三 条 法 人 会 だ よ り

令和７年７月10日付けで発令された関東信越国税局管内、三条税務署の令和７年度定期人事異動をお知らせします。
（敬称略）

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

高 崎 税 務 署　国税指導官 曽　我　高　志 三条税務署長

関東信越国税局　国税広報公聴室　室長補佐 貝　瀬　佐紀子 総務課長

村 上 税 務 署　総務課　上席国税徴収官 高　橋　　　努 管  理  運  営  部  門　統括国税徴収官

長 岡 税 務 署　管理運営第二部門　統括国税徴収官 小　林　　　猛 管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

新 潟 税 務 署　徴収第一部門　総括上席国税徴収官 青　柳　祐　介 管  理  運  営  部  門 　総括上席国税徴収官

新 津 税 務 署　個人課税部門　統括国税調査官 今　井　　　崇 個 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官

辞 職 久保田　武　志 法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官

●転　出

新 所 属 ・ 職 名 氏 　 名 旧 所 属 ・ 職 名

三条税務署長 北　上　幸　夫 関東信越国税局　特別整理第一部門　統括国税徴収官

総務課長 水　倉　　　裕 税 務 大 学 校　関東信越研修所　教育官

管  理  運  営  部  門　統括国税徴収官 家　合　英　夫 柏 崎 税 務 署　管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

管理運営・徴収部門　統括国税徴収官 島　田　　　順 本 庄 税 務 署　管理運営・徴収部門　統括国税徴収官

管  理  運  営  部  門 　総括上席国税徴収官 藤　木　孝　洋 関東信越国税局　業務センター新潟分室　国税管理官

個 人 課 税 第 二 部 門　統括国税調査官 遠　藤　　　悟 水 戸 税 務 署　個人課税第一部門　　連絡調整官

法 人 課 税 第 一 部 門　統括国税調査官 野　澤　奈　美 巻  税  務  署　法人課税部門　統括国税調査官

●転　入

三条税務署の定期人事異動発令される

〇国税の自動ダイレクト
　e-Taxの申告等データを送信する画面で「自動ダイレクトを利用する」旨の項目にチェックを入れ
て送信すると、申告等データの送信と併せてダイレクト納付の手続きをすることができる機能
　https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/index.htm

〇地方税がキャッシュレス納付
　納付書に「eLマーク」「eL-QR」があれば、地方税お支払いサイトやスマホ決済アプリが利用可能

　地方税お支払いサイト
　https://www.payment.eltax.lta.go.jp/pbuser

　eLTAX地方税ポータルシステム
　https://www.eltax.lta.go.jp

　改正は令和7年12月1日に施行され、同年12月から行う年末調整から適用される。
〇所得税の基礎控除の見直し等が年末調整から適用

　⑴ 所得税の基礎控除の見直し等に関する特設サイト（コールセンターの設置）
　　 https://www.nta.go.jp/users/gensen/2025kiso/index.htmgo.jp/pbuser

　⑵ 年末調整がよくわかるページ（年末調整特集ページ）
　　 https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm

　⑶ 年末調整手続の電子化
　　 https://www.nta.go.jp/users/gensen/nenmatsu/nencho.htm

⑴ 

⑵

⑶
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青 年 部 会 の 活 動

　青年部会は、５月22日（木）「餞心亭おゝ 乃」において定時総会を開催し、令和６年度
の基本方針を決めた。基本方針は、税知識の向上と企業経営の健全なる発展、地域社
会への貢献を目指した事業活動を柱に、会員相互のつながりを深める団体として活動
する。引き続き「租税教育活動」や「会員増強運動」は積極的な展開を図る。さらに、
「財政健全化のための健康経営プロジェクト」の意義を浸透させる展開を図るとした。

　議案審議では、令和６年度事業・収支決算報告、令和７年度事業計画（案）・収支予算（案）が満場一致で
承認された。役員改選では、３期６年部会長を務めた中條耕太郎さんに代わ
り、令和７・８年度の部会長を加藤將利さんとし、副部会長を３名選任した。
役員体制は次のとおり。
　同日開催した記念講演会では、三条信用金庫地域経済研究所の渋谷恒夫
所長から「地域経済の動向について」と題して当該地域企業の業種別業状
判断の推移を基に、世界経済や日本経済の見通しが示された。

定時総会で役員改選 加藤將利さんを選任

　青年部会では、税知識の向上を目指した活動を柱にして租税教育活動に積極
的に取り組んでいる。税務署管内小学校の高学年を対象に開催される租税教室
に講師として参画し、各地区役員が持ち回りで担当している。
　今年度は、７月末現在８校で10回実施された。子供たちに租税の意義や役割を
理解してもらい、その使い道に関心を持ち、これからのことを考える心を育てるこ

とを目的として、青年部会独自のシナリオでそれぞれが
工夫しながら行っている。今年度も児童から多くのお礼
状が届き、今後の活動の励みになっている。
　今後も、どうしたら子供たちに「税についてわかりやす
く」理解してもらえるかを部会員が相談しながら、多くの
児童に税の大切さを伝えていくこととしている。

各地区小学校で租税教室を実施

役職名 氏　名 事業所名 役職名 氏　名 事業所名

部会長 加　藤　將　利 角利産業㈱ 理事 川　崎　大一郎 ㈱川崎薬品商会

副部会長 山　田　貴　之 山田仏壇店 〃 山　岡　典　斗 サンオート㈱

〃 阿　部　一　郎 阿部精麦㈱ 〃 野　澤　隆　義 ㈱ホテル小柳

〃 渡　邊　　　篤 新潟化成㈱ 〃 髙　原　良　彰 ㈱新潟リネン

理事 鈴　木　啓　介 ㈲鈴文 〃 大　竹　賢　一 ㈲マルダイ

〃 栗　山　佳　大 ㈲日宏住設 〃 楠　　　貞　雄 ㈱楠電機商会

〃 広　野　悦　弘 広野産業㈱ 〃 齊　藤　　　聡 ㈲さいとう配管

〃 田　辺　健　一 ㈱タナベ FP 事務所 〃 佐　藤　雅　司 ㈱みつみ環境

〃 野　崎　寛　行 ㈱野崎忠五郎商店 〃 馬　場　武　志 ㈱協和線材

〃 渋　谷　政　道 三条印刷㈱ 〃 大　西　　　朗 大西設備管工㈱

〃 佐　藤　晃　一 ㈱鴨川 監事 小　池　俊　木 ㈲小池時計店

〃 三　野　敏　弘 ㈱三野電機商会 〃 星　野　和　孝 ㈱星野工務店

（敬称略）青年部会役員名簿（令和 7・8 年度）
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女 性 部 会 の 活 動

　５月27日（火）の定時総会に先立ち、同日、企業見学会が開催された。
今年度の見学会は、見附市の㈱ＦＡＭＳ（ファムス）（森田卓寿代表取締
役社長）において実施された。
　管理部長の平川孝司氏や担当の高橋かおり氏からは、安心した生産ラ
インを実現する自動化ソリューションの提供、食物工場の完全自動化シ
ステム「アグリネ」の提供など、事業内容の説明を受けながら工場内の様
子を見学した。特に、「安心の食の未来へ」の取組は、今後の女性部会活動の参考になった。

企業見学会の開催

定時総会で部会長に坂田光子さんを再任
　本年度の定例総会は、５月27日（火）「割烹柳屋（見附市今町1）」において曽我
三条税務署長、藤井税理士会三条支部長、原山三条法人会副会長（見附地区会
長）を始め多くの来賓を招き開催した。
　議案審議では、令和６年度事業報告・収支決算報告、令和７年度事業計画
（案）・収支予算（案）が満場一致で承認された。令和７年度の基本方針は、引き

続き、税に関する研修会や税に対する関心を高める活動の推進、自己啓発のための各種研修会の開催やセ
ミナーへの参加、会員相互の交流を通じた情報交換などを図ることとした。
　具体の事業としては、税に関する絵はがきコンクールの実施、節電いちごプロ
ジェクト、地域貢献事業のタオルの寄贈等の事業を例年どおり進めていく。
　今年度の県連女性部会連絡協議会合同セミナーを三条法人会女性部会が主
管することから検討・運営スタッフを強化するため、役員改選では令和７・８年
度の部会長を坂田光子さんと、副部会長３名、理事７名、監事２名を再任した。

　ピーク時間の使用電力削減を目指し、平成27年度から毎年、家庭に
おける使用電力の削減運動を「いちごプロジェクト」とし取り組んでい
る。今年度も啓発のためのメッセージ入りうちわを作成して、各地区の
夏まつり会場などで配布活動を行い、無理のない節電を呼び掛けて
いる。
　７月下旬には、夏の節電対策として省エネ・節電メニューを掲げたチ

ラシを全法人会会員企業に配布し、協力を呼び掛けた。毎年実を付け、全国で広く栽培されている「いちご」
のように、継続して取り組む社会貢献活動として今年度も実施していくこととしている。

「いちごプロジェクト」節電案内うちわ配付

役職名 氏　名 事業所名 役職名 氏　名 事業所名

部会長 坂　田　光　子 ㈱スターベッツ 理事 永　井　真　弓 ㈱和光組

副部会長 小　林　裕加子 ㈱イヴェスタ 〃 大　竹　優美子 ジュラファイト㈱

〃 味　方　貴久恵 ㈲割烹柳屋 〃 大　橋　直　子 ㈱今井鉄工

〃 山　田　直代美 ㈲山田ライフ 〃 五十嵐　貴　子 ㈲五十嵐建材

理事 広　岡　頼　子 ㈱松木屋 監事 石　川　佳　代 ひめさゆり法律事務所

〃 野　澤　邦　子 ㈱ホテル小柳 〃 阿　部　清　子 新栄建設㈱

〃 金　子　順　子 ㈱金子組

（敬称略）女性部会役員名簿（令和 7・8 年度）
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　会員交流事業として毎年恒例となっている三条法人会親善ゴルフ大
会が、第25回として６月19日（木）に下田城カントリー倶楽部で開催され
た。新緑の青空の下、活発な交流と親睦が深まる一日となった。
　表彰式は、ジオ・ワールド ビップにおいて盛大に開催され、前回から設
置された団体戦である「同組トップ賞」に加え、表彰式当日に野崎大会
会長から「団体ブービー賞」の新設が発表され、それぞれメンバー全員
の表彰も行われた。成績は、以下のとおり。（敬称略）

　今年度の三条法人会実務講座は、９月11日（木）に第四北越銀行と三条
税務署の協力を得て開催され、45人を超える受講を見込んでいる。
　第１講では、決済で困らないよう、2026年度末の手形・小切手制度廃止に
向けた現状やその代用手段などの解説。第２講では、税に関する社会全体
のデジタル化への対応として、国税・地方税のキャッシュレス納付に関する解
説が行われる。

実務講座は、廃止される手形・小切手制度やキャッシュレス化への対応

第 25回三条法人会親善ゴルフ大会に85人参加

　日商３級複式簿記講座が８月26日（火）から全17講コースとし、原則、毎週火曜日と木曜日の日程で、三条商工
会議所会館研修室において開催されている。講師は、アトラス税理士法人の松﨑孝史氏。講座の最終目標は日
本商工会議所主催の簿記検定３級完全合格を目指したもの。実務未経験で全く簿記を知らない人にも分かりや
すく基礎から解説されている。

日商３級複式簿記講座が開催中

８月 26日（火）、28日（木）

９月 2日（火）、4日（木）、9日（火）、11日（木）、16日（火）、25日（木）、30日（火）

10月 2日（木）、7日（火）、16日（木）、21日（火）、22日（水）、28日（火）、30日（木）

11月 4日（火）

写真は令和6年9月6日の実務講座

・個人戦　　　　　　　 グロス  HDCP   ネット
	 優　勝	 山口　　修	 （	98	 28.8	 69.2）
	 準優勝	 柄沢　憲司	 （	97	 27.2	 69.8）
	 ３位	 西巻　昭修	 （	101	 30.4	 70.6）
	 ４位	 須佐　正子	 （	89	 17.6	 71.4）
	 ５位	 高橋　昭三	 （	83	 11.2	 71.8）
	 ６位	 船久保　誠	 （	91	 19.2	 71.8）
	 ７位	 外山　晴一	 （	93	 20.8	 72.2）
	 ８位	 出口　勝也	 （	101	 28.8	 72.2）
	 ９位	 市川　　誠	 （	98	 25.6	 72.4）
	 10位	 坂内　康男	 （	97	 24.0	 73.0）

・シニアの部　　　　　 グロス　HDCP　 ネット
	 優　勝	 柄沢　憲司	 （	97	 27.2	 69.8）
・レディスの部　　　　 グロス　HDCP　 ネット
	 優　勝	 須佐　正子	 （	89	 17.6	 71.4）

・団体戦
	　同組トップ賞	　　　　　 グロス　HDCP　 ネット
	　　 イン２組 　  平均	 （	 71.85）
	 　　　	 柄沢　憲司	 （	97	 27.2	 69.8）
	 　　　	 高橋　昭三	 （	83	 11.2	 71.8）
	 　　　	 外山　晴一	 （	93	 20.8	 72.2）
	 　　　	 佐藤　弘志	 （	96	 22.4	 73.6）　　　　　　　　　　　　　　　　アウト　 イン  グロス

	 ベストグロス賞	 阿部　一郎	 （	40	 39	 79）
	 セカンドグロス賞	 坪谷健太郎	 （	41	 38	 79）

	　団体ブービー賞（新設）	   グロス　HDCP　 ネット
	　　 アウト２組   平均	 （	 81.65）
	 　　　	 高嶋　秀之	 （	91	 16.0	 75.0）
	 　　　	 山﨑尚太朗	 （	106	 27.2	 78.8）
	 　　　	 長谷川孝雄	 （	113	 28.8	 84.2）
	 　　　	 関　　大輔	 （	111	 22.4	 88.6）
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企業訪問

　当社は大正13年に三条市島田地区で創業して以来、昨年で100周年を迎えました。初代はスプリン
グハンマー（熱間鍛造機）を新潟県で初めて導入、以来ペンチやニッパー等の作業工具類とニッパ
ー型爪切り等の医療・美容系製品を製造販売しています。
　当社のスタッフは永年培われた様々な技術を持っ
た技能者集団であります。鍛造～熱処理～磨き～加
工など、異なる要素技術を全て本社工場で一貫生産
できることは、何よりの強みであり、今では国内外
の同業者の中でも稀有であります。
　また、輸出比率が高いことも、大きな特徴です。
生産数量ベースで2/3程が世界30か国の市場で愛用さ
れています。日本国内のみならず、樹脂用ニッパー
がシェアNo.1となっている北米をはじめ、ヨーロッパ、アジア、オセアニア、中東やアフリカなど各
国でご愛顧いただいています。様々なプロの現場で、主に生産材として、現場で使用される事が多い
ようです。（電気工事士、整備士、各種工場の生産ライン、宝飾業界、医療、美容サロンなど）
　最近では、産業観光にも注力し、ビジネス目的以外の来場者も年間約3,000人に上ります。小・
中・高校からの研修旅行では、今まで30校以上の学校からお越しいただきました。また、個人での
ご旅行に、ご家族やご友人同士のワークショップのレジャー先としても、ミニ四駆コースを設けた
イベント、ビーズアクセサリーやワイヤーアートの体験教室など、人気のコンテンツがあり、まさ
に老若男女のお客様にお楽しみいただけます。
　その他の取り組みとして、高品質なニッパー型爪切りを製造していることから、「爪から健康と
スポーツパフォーマンスを考える」をテーマに教育プログラムを展開しています。個人のホームケ

アから医療や介護などプロの現場まで幅広い
方々を対象に、安全に爪を切り、健康管理や
ご家族のコミュニケーションツールとして活
用していただくための爪切りメソッドが「マ
ルトメソドロジー®」です。今まで数百人の
方々から受講していただき、それを教えるイ
ンストラクターも年々増加しています。
　お近くにご興味のある方がおられました
ら、お気軽にお問い合わせください。

【会社の概要】
株式会社 マルト長谷川工作所 ●代 表 者  代表取締役社長　長谷川 直哉

●住 　 所  〒 959-0831　新潟県三条市土場 16-1
	   TEL 0256-33-3010　FAX 0256-34-7720
●資 本 金  1,000 万円
●従業員数  125 名
●事業内容 作業工具製造（プラスチック用ニッパー、マ

イクロニッパー、強力ニッパー、各種ニッパー、
ラジオペンチ、ペンチ、ミニチュア工具、ワ
イヤーストリッパー、ピンセット、他エレク
トロニクス関連工具、理美容鋏（はさみ）、
爪切り、キューティクルニッパー）

●Ｕ Ｒ Ｌ  https://www.keiba-tool.com
● e - m a i l　keiba@keiba-tool.com
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　令和７年の新春に当たり２月４日（火）ジオ・ワールド ビップにおいて
新春講演会・賀詞交歓会が開催された。講演会は、早稲田大学大学院経
済管理研究科教授 長内 厚氏により、テーマを「日本の企業戦略～経営
とモノづくりの現場から～」として開かれ、70名が聴講した。
　続く賀詞交歓会では、曽我税務署長や松﨑税理士会三条支部長、兼
古三条商工会議所会頭、連携する３保険会社を始め多くの来賓とともに、
会員一同、新年を迎え気持ちを新たにした。

新春講演会・賀詞交歓会が開催

◆法人会とは
　１　約70万社の法人が加入する団体です。
　２　さまざまな業種の人と出会い、新しい仕事へのつながりを生み出します。
　３　経営に差がつく、税の知識や経営情報をご提供します。
―――――法人会は幅広く活動しています。―――――
　　・会員企業に役立つ「税に関する提言」を国などへ実施
　　・税務署や税理士と協力しながら、税に関する研修会・講習会を実施
　　・ビジネスにも役立つ出会いのチャンスをご提供
　　・地域に密着した活動で、社会に貢献
　　・経営や健康に役立つ各種セミナーや著名な講師による講演会を開催
　　・企業の人材教育や経営支援に活用できる各種研修会を開催
―――――会員同士の絆を深め、組織の活力を生み出す源になります―――――
　　　　　　　　　 ＜https:www.zenkokuhojinkai.or.jp＞

◆入会申込書はホームページからダウンロード！　 新しい仲間をご紹介ください
　入会申込書は、ホームページから簡単にダウンロードできます。年会費は、資本金
額に応じて1,000万円未満の年3,000円から５区分です。三条法人会では、会員企業
の皆様からのご紹介や入会をお考えの経営者の皆様からの入会申込をお待ちしま
す。（http://www.sanjohojinkai.or.jp/）

法人会に入りませんか

　青年部会と女性部会との合同新春講演会・懇談会が令和７年２月13日
（木）、餞心亭おゝ 乃において開催され、総勢40名が交流を深めた。税務署長
始め税理士会三条支部長、連携保険会社支社（店・所）長、法人会長を来賓
に迎えて開かれた。
　講演会では、中條青年部会長の新春挨拶の
後、「日本歌曲やポップスからロックまで」とし

てアマチュア声楽家でMARSⅡ代表の成田秀雄氏により「健康の秘訣」が披
露された。
　懇親パーティーでは、坂田女性部会長の開宴挨拶の後、大福引抽選会ととも
に、青年部会と女性部会が情報交換と交流を深めた。

青年部会・女性部会 合同新春懇談会が開催

▲詳しくは公式HPへ
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生 き る 〜 健康法・趣味〜

編 集 後 記
　皆様、毎日の猛暑の中、体調は如何でしょうか？昨年の編集後記に「40℃を超える酷暑」「大雨による天災」
と申し上げておりますが、今年も同じような天候、もしくは昨年よりもひどいのでは…という感じが致します。この
たび水害に見舞われた九州地区の皆様方には心中をお察しします。私の会社の取引先も熊本にあり２度水害
に遭っておりますので心配しております。話は変わりますが、今年の参院選では減税という言葉を何度も耳にし
ましたが、果たして減税は国民に対して良いのか悪いのか？これからより一層、税に対してよく考えて行かなく
てはいけない時代となりました。いずれにせよ企業としては、法人税をしっかりと収められるよう頑張るしかないと
思います。会員の皆様方には、より一層のご活躍を期待し、私も体調管理しながら頑張って参りますので宜しく
お願い申し上げます。

（総務・広報委員長　長岡信治）

　健康法・趣味をテーマにした
本稿への執筆依頼を受けた際、

自分は健康自慢ではないし、趣味と言えるものも自
分にはあるのだろうかと一旦は立ち止まってしまい
ましたが、自分の健康法や趣味を自分に問いかけ
てみる良い機会であると前向きに考え直し、快く引
き受けることにしました。
　さて、先ずは健康法から。常日頃から健康に過ご
したいと強く思っているくらいで特別なことはしてい
ません。日課のように毎日続けていることをあげると
したら、私が主治医と呼んでいる医師が処方する
薬を飲むことくらいです。
　主治医との出会いは15年くらい前。先生が私に
言った言葉です。「食事制限や運動で数値を下
げ、体質を改善することは否定しないが、医学が進
歩して薬で数値は下げられる。であれば、薬を飲ん
で好きなものを食べたらどうですか。自分もそうして
いる。」
　私にはピッタリの考え方でしたね。健康は身体の
数値だけではないし、我慢して数値を下げるより、好
きなものを食べて数値が下がるならその方が心も
晴れ晴れすると。
　私の健康法はこの考え方が基本になっているよ
うに思います。家族からは揶揄されますが、眠くなっ
たら９時前でも寝ますし、反対にお酒を飲んで気分
が良くなれば12時を過ぎることだってあります。
　趣味も同じ。私の場合、好きで何かを続けるとい

うよりも、好きな時に好きなことをやって気を晴らすレ
ベル。
　好きなことはたくさんあります。読書、音楽、飲み
食い、お出かけ、ゴルフ、山登りなどインドアからアウ
トドアまで。ただし、どれも毎日、毎週末と続けている
わけでもなく、好きな時、気分が向いた時に楽しむく
らいです。本当に趣味なのかと問われたら、胸を
張って趣味だと答える自信もありません。
　例えば山登り。自ら計画して登りません。高校時
代の友人たちが誘ってくれて、彼らの後をついてい
くだけです。それでも気分は爽快です。また登りた
いなと思います。
　私の健康法や趣味は本題の「生きる」にも通じて
います。
　父と母は常 「々自分が好きなことをやりなさい」と
私を激励し、進学も就職も自分が好きなようにさせて
もらいました。妻をもち、子宝にも恵まれ、今も好きに
生きています。28年間勤めた銀行を退職し、父と母
が経営する会社に入社したのもそうです。好きな時
に好きなようにさせてもらい、好きに生きています。
　私は自分の子どもたちにも「自分が好きなことをや
りなさい」と常々言ってい
ます。それが両親への恩
返しだと思っています。
　最後に、「自分が好き
なこと」と「妻が好きなこ
と」は必ずしも同じではあ
りません。そんな中で私
のＵターンに背中を押し
てくれた妻にこの場を借
りて改めて感謝を申し上
げたいです。

『好きに生きる』
株式会社　三本テキスタイル

代表取締役　三本　泰志  様
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新潟支社 〒950-0087 新潟市中央区東大通1-2-25　北越第一ビルディング４Ｆ

AFアツ課-2024-0543-2507051　12月26日
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新潟支社/三条営業所
新潟県三条市林町二丁目1番24号
TEL 0256-33-3045


